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　公益社団法人いなべ市シルバー人材センターが設立されここに10周年を迎えることが出来ました。
これもひとえに地域社会の皆さんをはじめ関係各位のひと方ならぬご支援、ご協力の賜物と厚くお
礼申し上げます。
　当センターは、平成15年12月いなべ市発足に併せ旧4町のシルバーが合併し設立されました。
設立と同時に三重県知事より社団法人いなべ市シルバー人材センターとして認可をいただき、平成
23年4月公益社団法人に移行し今日に至っております。設立当初は受託契約金額1億3,000万円、会
員数454名で健康に働くことに生きがいを求めた会員で事業に取り組んでまいりましたが、今日で
は会員数768名、事業実績も4億円を超えるまで順調に発展、成長してまいりました。
　現安倍政権では金融緩和、財政政策、成長戦略の3本の矢に表される景気浮揚策が打ち出され好
況感が見え始めてきたものの、依然として先行きは不透明な状況であります。現在、私たちを取り
巻く環境は着実に高齢化が進み、生きがいを持って活動できる地域社会づくりが大きな課題となっ
ています。
　当センターでは、今後の基本方針として「固める・広げる・高める・繋げる」をキーワードで取
り組みを進め、組織を強固にし 受注拡大に努めます。
　また、会員のレベルを充実させ次の時代へ向けた取り組みで、目標にした各テーマを着実にクリ
アしてさらに魅力あるいなべ市シルバー人材センターづくりと会員の総力を結集し、地域に親しみ
愛されるセンターを目指し、「自主・自立、共働・共助」のシルバー基本理念を理解し、経験を活
かしたセンターづくりに務めてまいります。
　関係各位にご指導ご協力をお願いし、各位の益々のご発展とご多幸を祈念いたしましてごあいさ
つとさせていただきます。
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祝辞

　公益社団法人いなべ市シルバー人材センターが
設立10周年を迎えられましたことを心からお慶
び申し上げます。
　平成15年12月、新市「いなべ市」発足と同時に、
貴センターが地域の高齢者の希望に応じた臨時的
かつ短期的な就業の機会を確保し、社会の中で高
齢者がその知識や経験を活かし、雇用の拡大を図
るために発足したことは近年の高齢化社会の推移
をみますと、誠に時宜を得たものであったと思い
ます。
　この10年間の貴センターの活動は、高齢者の
能力を活かした活力ある地域社会づくりに貢献す
るものであり、これはひとえに「自主・自立、共
働・共助」の基本理念を掲げて活動された役員は
じめ会員の皆さまによる弛まぬ努力の成果として、
深く敬意を表しますとともに感謝申し上げます。
　さて、団塊の世代の多くが第一線を退き高齢期
を迎えた現在、高齢者がますます社会の一翼を担
う重要な存在となるとともにその生きがいや健康
の維持・増進が一層重要となっています。このた
め就労の機会を通じ、長年培ってきた豊富な知識
や技術、経験を活かす社会参加により、会員相互
の交流と地域との連携を通してさらに発展・拡充
されますことに大きな期待が寄せられております。
　高齢社会を支える地域の中核的な組織として会
員の皆さまには、この意義ある10周年を契機と
して貴センターへの期待は大変大きく今後も働く
喜びを失うことなく、健康に留意されご活躍いた
だき、活力ある地域づくりのためにお力添えをい
ただきたいと存じます。
　結びに、公益社団法人いなべ市シルバー人材セ
ンターの、今後益々のご発展と会員の皆さまのご
健勝ご多幸をお祈り申し上げ、お祝いのごあいさ
つといたします。

　公益社団法人いなべ市シルバー人材センターが、
設立10周年を迎えられたことに、心からお祝い
を申し上げます。
　貴センターにおかれましては、平成15年12月1
日に県下のトップを切って、いなべ地区4町シル
バーが統合され、新しく「いなべ市シルバー人材
センター」として発足されて以来、会員・役職員
の皆様が地域に密着した事業を着実に、また献身
的に推進され、発足当時に比べますと契約高は約
60％増、会員は30％増と大きく躍進されておりま
す。また、高年齢者に占める入会率は5.3％と県
下シルバーのトップであることに深く敬意を表し
ます。
　シルバー人材センターは高齢者が自らの自助努
力により健康を維持し、就業を通じて生きがいを
求め、あわせて地域社会に貢献しようとする会員
の自主的組織であります。「自主・自立、共働・
共助」を就業の場や地域の社会奉仕の活動で実践
していくものでありますが、現在の社会情勢は、
人口減少や、少子高齢化に伴い労働力人口は徐々
に低下しており、高齢化率は24.1％とかつてない
状況に突入し、団塊世代640万人が労働市場から
退出過程にあります。その受け皿となるため、平
成26年度から、就業機会の拡大と会員拡大を両
輪とした取り組みを強力に推進しつつ、併せて育
児・介護等新たな就業分野への取り組みにより、
女性の就業機会創出・会員拡大に取り組むなど生
涯現役社会実現のための事業を取り組み中であり
ます。
　こういった中、貴センターにおかれましても、
いなべ市や関連団体と連携協力をしながら、高齢
社会を支えつつ信頼されるセンターとして活躍さ
れることを期待いたします。
　結びに当たりまして、10周年を契機として、
公益社団法人いなべ市シルバー人材センターの、
今後ますますのご発展を祈念いたしまして、ご挨
拶とします。

設立10周年を祝して設立10周年を祝して

日　沖　　　靖
いなべ市長

設立10周年に寄せて設立10周年に寄せて

山　﨑　勝　也

公益社団法人
三重県シルバー人材センター連合会

会長

3



平成26年度事業計画

　急速な高齢化社会を迎える中で、年金支給年齢の段階的な引き上げなど、高齢者を取り巻く社会
経済状況が大きく変化しており、高齢者の社会参加、生きがいを目的としているシルバー人材セン
ターの役割は益々重要なものとなっています。
　このような中、当センターはこれまでの事業運営を検証し、発展、充実すべき課題を明らかにし、
センター活動の指針とする第3次中期事業計画（平成26年度から30年度の5年間）を確定し、スタ
ートさせました。センターを取り巻く環境は、様々厳しい時代にありますが、会員の意識と英知の
結集、会員の理解と協力を得る中で、《固める》《広げる》《高める》《繋げる》の4つのキーワード（目
指すこと）に託した課題クリアーへの取組みを一歩ずつ進め、センター再生の作業と会員にとって
更に魅力あるセンターづくりに一層の力を注いでまいります。平成26年度事業計画は、第3次中期
事業計画の1年目であることから、計画事業をできる限り具体化する内容としました。会員の皆様
のご協力をお願いします。

平成26年度事業計画

《基本方針（平成26年度～平成30年度 第3次中期事業計画）》

① 組織の整備及び効率的な運営
② 職群班の活性化
③ 財政基盤の強化
④ 適正就業の推進

① 受注の拡大
② 会員の増員

① シルバー理念の徹底
② 研修・講習の実施
③ 職員研修
④ 普及啓発の推進
⑤ イベント参加

① 設立10周年記念事業
② 高齢会員の対応
③ 顧客満足度の向上
④ いなべ総合病院草取りボランティア
⑤ 会員互助会との連携

《固める》
・時代の要請に即応できる体制を固める
・収支・財務のシステムを固める
・就業体制の仕組みを固める

《広げる》
・新たな就業領域を広げる
・新入会員の積極的募集により人材を広げる

《高める》
・会員・役職員の質を高める
・情報の質を高める

《繋げる》
・会員を繋げる
・地域社会へ繋げる
・顧客へ繋げる

《26年度事業目標》
会員数 ………………………
契約額 ……………
（派遣事業含む）
就業率 ………………………

785名
4億3,600万円

98.3％

《安全適正就業の徹底》
① 委員会等の開催
② 安全適正就業研修会
③ 交通安全マナー研修
④ 安全パトロール
⑤ 安全適正就業の取組み

（26年度実施項目）
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平成26年度定時総会

議長 近藤雅孝さん 事務局の説明

日沖いなべ市長

式次第

　多数の会員が出席され、平成26年度定時総会が開催
されました。全議案とも賛成多数で可決・承認され、更な
る10年に向けて再スタートを切ることができました。
　引き続き、設立10周年記念式典が賑々しく開催され
ました。

80歳会員表彰

平成26年度定時総会並びに設立10周年記念式典
日時　平成26年5月24日（土）
場所　いなべ市北勢市民会館さくらホール
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設立10周年記念式典

受　付

福祉班による即売会

受　付

会員席

設立10周年記念式典

会員席

会場入口
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設立10周年記念式典

設立10周年記念式典　近藤理事長式辞

　当センター設立10周年の記念式典を　ご案内申し上げましたと
ころ、このように多くの方がご参集くださいまして、主催者を代表致
しまして厚くお礼申し上げます。
　また、吉野いなべ市副市長様　ほか多くのご来賓が、公私とも何
かとご多忙のところご出席賜り、式典に花を添えて下さいましたこと
は、誠にありがたく厚くお礼申し上げます。
　式典の後には、大村崑様の記念講演と、平安桜様のアトラクショ
ンを準備しておりますので、どうか我々と共に、ひと時をお楽しみく
ださい。
　さて、10年前　いなべの町は「平成の市町村合併」によりまして、
大いに希望に胸を膨らませておりました。
　時を同じく致しまして、当センターは、旧４町のシルバー人材セン
ターが合併して社団法人としての認可を受け、県内では13番目のシ
ルバー人材センターとして、スタート致しました。会員数は454名で
ございました。
　それから10年が経過致しまして、本年３月３１日現在会員数は
768名(1.69倍）、契約金額も４億２千万円を超えるに至りました。
　これも偏に、長年暖かく見守り　お支えを頂いて参りました地域
社会の皆様、そしていなべ市をはじめ、関係機関の労働局および県
当局のご支援ご指導の賜ものと、深く感謝を申し上げますととも
に併せて、会員の皆様による、シルバー人材センターの「自主・自立、
共働・共助」の、基本理念に沿った運営が着実に進められてきたこ
との成果として、ここに確かな実を結んだものと確信をいたします。
　そしてまた、新しい時代が始まろうとしております。会員の皆様一
人ひとりがシルバー人材センターの理念のもと、お互いに助け合い
誠意ある就業に努めて頂きまして、次なる10年が明るい未来を築
く、輝ける時代となりますことをご祈念申しあげる次第です。
　結びに当たりまして、記念式典にご臨席を賜りました皆様に心よ
りお礼を申し上げ、皆々様の益々のご発展とご健勝をご祈念申しあ
げまして、式辞とさせて頂きます。開会のことば（瀬古実行委員長）

近藤理事長式辞

主催者席 ご来賓の皆様
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設立10周年記念式典

＊いなべ総合病院　様

＊太平洋セメント株式会社 藤原工場　様

＊一般財団法人
　　ほくせいふれあい財団　阿下喜温泉　様

＊株式会社 きもと三重工場　様

＊伊藤営農　様

＊株式会社 ナガシマゴルフ　様

＊サンエイ工業株式会社 三重事業所　様

＊三重精機株式会社 大安工場　様

＊社会福祉法人特別養護老人ホーム　翠明院　様

＊豊栄工業株式会社　様

＊株式会社 リオフジワラカントリー　様

一般表彰（感謝状贈呈事業所）

ご祝辞をいただいた皆様

鈴木市議会副議長

吉野いなべ市副市長

三重労働局 内田職業対策課長 日沖県議会議員

表彰を受けた各事業団体

山﨑県連合会長
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設立10周年記念式典

大村崑記念講演会・平安桜アトラクション
盛大に開催 　10周年記念式典の記念企画として、団塊の世代

には懐かしいヒーロー・とんま天狗を演じられた
大村崑のユーモアいっぱいの講演が満席の中、盛
大に行われました。

平安桜・記念アトラクション

大村崑・記念講演

退任役員の皆様

新役員の紹介

昼食会場
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10年の歩み

平成20年度 第１回通常総会

職群班会議（剪定班）

理事・職員・委員などによる県外研修

理 事 会

安全適正就業研修会

パソコン講習

園芸講習 草取り作業

平成16年～平成20年の5年間

《設立5周年記念誌より》
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10年の歩み

阿下喜温泉班作業襖・障子班作業

交通安全週間の街頭指導 シルバーの日の奉仕作業

平成２０年度互助会親睦旅行
平成20年10月29日（水）･30日（木）･11月2日（日）

南信州リンゴ狩りと昼神温泉、251名

平成１６年度互助会親睦旅行
平成17年2月26日（土）と27日（日）
京都北野天満宮と湯の花温泉、220名

ユニカール同好会大会

パークゴルフ同好会大会

平成16年～平成20年の5年間

《設立5周年記念誌より》
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10年の歩み

入会説明会（平成21年11月）

襖・障子班作業（平成21年9月）

給食班パトロール（平成21年9月）

福祉バス開始（平成22年4月） 互助会奉仕作業（平成22年10月）

剪定講習会（平成21年11月）

ぼたんまつり（平成21年5月）
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10年の歩み

交通安全週間の街頭指導（平成24年7月）

草取りボランティア（平成24年6月）

藤原文化センター管理（平成24年11月）リオフジワラC.Cでの作業（平成24年8月）

ヒメイワダレソウ水やり（平成24年6月）

県シルバーいきいきフェスタ（平成23年10月）

畑の耕作（平成23年3月）
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10年の歩み

パソコン同好会（平成25年12月）剪定パトロール（平成25年11月）

安全適正就業研修会（平成25年8月）

安曇野SC役職員研修会（平成25年11月）

草刈朝礼（平成25年9月）

交通安全マナー研修（平成25年10月）

第1回中期事業計画策定委員会（平成25年8月）

郷土資料館出土品整理（平成25年2月）
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10年の歩み

ヒメイワダレソウ定植（平成26年6月）

刈払機取扱安全講習会（平成26年2月）

遺跡発掘作業（平成26年1月）

梅林公園施肥作業（平成26年1月）

草刈作業（平成26年4月）

草刈パトロール（平成26年7月）

互助会役員研修会（平成25年12月）
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10年の歩み

委 員 長　　瀬 古 清 隆
副委員長　　杉 本 祐 造
副委員長　　西 野 　 香
実行委員　　門 脇 敏 男　　小 林 源 一
　　　　　　日紫喜正良　　出 口 利 之
　　　　　　二井加代子　　水 谷 史 子
　　　　　　木 村 良 紀　　安 藤 博 幸
　　　　　　藤 井 樹 巳　　藤 川 裕 子

西藤原駅 ウィステリア鉄道（平成26年4月）梅まつり 植木販売（平成26年3月）

《設立10周年記念事業実行委員会》
主　　任　　西 野 　 香
部　　員　　杉 本 祐 造
　　　　　　日紫喜正良
　　　　　　水 谷 史 子
　　　　　　安 藤 博 幸
　　　　　　藤 井 樹 巳

《10周年記念誌編集部会》

除草班会議（平成26年6月）第1回安全適正委員会（平成26年5月）
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事業実績

H16
H17
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

337
411
414
434
454
493
473
494
508
513

157
216
239
251
273
256
256
249
254
255

494
627
653
685
727
749
729
743
762
768

年度 男性 女性 計
（人）

（人）

（千円）

会　員　数

（千

契 約 金 額

会員数の推移

契約金額の推移（請負・委任）

67.2
67.8
68.4
68.9
69.3
69.5
69.8
70.0
70.2
70.5

平均年齢
（歳）

H16
H17
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25

56,831
85,622
130,239
124,913
120,484
113,526
160,105
110,903
103,986
110,367

年度
公 共

94,331
145,007
191,810
209,779
196,954
176,114
179,371
203,603
206,819
206,958

民 間
請 負 ・ 委 任

32,407
37,530
33,815
36,706
46,857
45,946
48,484
40,937
39,914
38,984

一般家庭
183,569
268,159
355,864
371,398
364,295
335,586
387,960
355,443
350,719
356,309

計

（千円）

51,679
53,070
55,683

公 共
派 　 遣

2,795
10,459
13,230

民 間

54,474
63,529
68,913

計
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今年の日帰り親睦バス旅行

互助会だより

　公益社団法人いなべ市シルバー人材センターが10周年を迎えることが出来ま
したこと、誠におめでとうございます。その間、歴代の理事長をはじめ役職員

の方々の弛まぬご努力のもと、事業運営と会員の熱心な仕事に対する取り組みにより順調に発展し
てまいりました。また、会員互助会においては、健康と生きがいを尊重しつつ、福祉の向上と働く
喜びに資するため努力しているところです。会員互助会は、この度新役員のもと次の事業に取り組
んでまいります。日帰り親睦旅行・社会奉仕活動・同好会（歩こう会・パークゴルフ・パソコン）活
動を通じて、会員皆様が健康で「自主・自立、共働・共助」のシルバー基本理念を心がけ会員相互の
融和と親睦を図りながら取り組みを進めます。地域で愛され信頼される会員互助会になるよう役員
一同努力いたしますので、よろしくご指導ご鞭撻を申し上げる次第です。また、この10年を節目と
して当シルバー人材センターの益々の発展を祈念いたしまして、ご挨拶とさせていただきます。

挨 拶挨 拶
日紫喜 正良会員互助会会長

公益社団法人 いなべ市シルバー人材センター

交通安全街頭指導 シルバーの日奉仕活動

●日時　10月15日（水）大安・藤原
　　　　10月16日（木）北勢・員弁
　　　　10月19日（日）4地区合同

●費用　参加費4,000円
※行き先、参加募集など詳細は8月の事務局だよりに
　同封します

今年の活動計画

●9月25日（木）
●12月9日（火）

●奉仕活動日時：10月18日（土）2時間程度
（地域により繰り上げ繰り下げ実施あり）

　※小学校や保育園など地域で決めた場所の清掃、除草、
　　剪定等の奉仕活動

役　員 班　長

今年度の互助会役員・班長

会　　　長：日紫喜 正良
副　会　長：出 口 利 之
会　　　計：日 美 幸 平
書　　　記：三 好 成 之
監　　　事：出 口 正 勝
監　　　事：中 村 勝 躬
幹事（北勢）：小 高 徳 夫
幹事（員弁）：辻 　 正 三
幹事（大安）：日 美 善 之
幹事（藤原）：寺 村 昇 幸

【北勢】　阿下喜：佐藤 美津生　　十　社：高 木 清 光
　　　　治　田：水 谷 和 昭　　山　郷：伊 藤 弘 也
【員弁】　員弁西：木 村 賢 二　　員弁東：岩 田 滋 樹
【大安】　笠　間：因 　 武 生　　三　里：有賀 登美男
　　　　丹生川：瀬 古 行 雄　　石　榑：岡 　 正 司
【藤原】　東藤原：木 村 信 之　　西藤原：近 藤 三 郎
　　　　白　瀬：羽 場 正 信　　中　里：森  日出男
　　　　立　田：木 村 良 紀
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あとがき

　いなべ市シルバー人材センターは平成26年5月24日、平成26年度定時総会と設立10周年記念式
典を執り行う事が出来ました。
　10年の節目と言うことで、みんなで祝福しあいました。また、式典の後、大村崑のユーモア溢
れる記念講演と記念アトラクションとして平安桜の三味線とオカリナの演奏に合わせて、懐かしい
「わらべうた」を共に歌い、楽しい時間を過ごす事が出来ました。
　一言で10年と言いますが、その間、先輩方が培ってきたものが山の如く沢山あると思います。
　それが、いなべ市シルバー人材センターの歴史と歩みであり、われわれの宝物であります。
　また、関係機関のご指導のもと、「地域に愛されるセンター」をと、役職員・会員が心を一つに
して歩み続け、年々実績が向上している様子を数字が証明しております。
　問題はこれからの新しい歴史作りです。過去の教訓を活かして皆様のご指導ご鞭撻をお願いする
ところです。
　結びに、玉稿をお寄せ頂いた皆様方に厚く御礼を申し上げると共に、この記念誌が皆様方の「生
きがい」として後世に伝える資料となりますよう祈念し、あとがきと致します。

　　平成26年7月

設立10周年記念誌編集部会　　

あ　と　が　き

発行日　　平成26年7月31日
発　行　　公益社団法人 いなべ市シルバー人材センター
　　　　　いなべ市北勢町阿下喜２６２４－２
　　　　　TEL　（０５９４）８２－１８００
　　　　　FAX　（０５９４）７２－７７４１
編　集　　設立10周年記念事業実行委員会記念誌編集部会
印　刷　　共栄堂印刷株式会社

公益社団法人 いなべ市シルバー人材センター
設立10周年記念誌
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公益社団法人 いなべ市シルバー人材センター

（いなべ市農業公園のぼたん）


